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刊行のことば
　『研究報告集』は，国立国語研究所において，研究員等がそれぞれの研究
段階で行った基礎的研究や付随的研究，また研究方法に関する実験的調
査，結果を確認するための検証調査等についての小報告をまとめて公にする
ものです。
　今［醜ま，7編の論文をもってその第16集とし，刊行することにしました。
　国語研究に寄与することができ，また教示，批判が得られれば幸いです。
平成7年3月
国立国語研究所長水谷
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　ヂも」によるとりたて形の記述的研究
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　身ぶりの記述について
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　語の意味発達一最近の研究動向から一
　談話における「はい」と「ええ」の機能
　音韻論における日本語五母音体系
　宮島達夫
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　一日本語とインドネシア語の比較一
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　　一中一，高一を対象にした融i丑判定方式に
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　標準語オトウサン・オカアサンの出自
　『H本言語地鳥』関連意味：項目の全：国方言調査
　　一語史構成を目的とした，文献国語史との対照における
　　　意味的視野からの必要に基づいて一
　児童の漢字使用一課題作文の漢字含有率から一
　光ディスクを使用した大量日本語データの蓄積
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　『中央公論』1986年の用語
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　北海道における共通語使用意識
　　一富良野・札幌言語調査から一
　インドネシア語の定名詞句と不定名詞句
石井久雄
臨村直己
相澤正夫
　一一日本語との比較を通して観た一
「日本語研究文献闘録・雑誌編」にみる圏語研究の動向
シンポジウム。これからの日本語研：究
正保　勇
山騎　誠
第12集
　雑誌九十種資料の和語表記　　　　　　　　　　　　宮島達夫・高木　翠
　パソコンによる語の認定処理　　　　　　　　　　　　　　　中野　洋
　言語行動を説明する言語表現
　　一専門的文章の場合一　　　　　　　　　　　杉戸清樹・塚田実知代
　方言東西対立分布成立パタンについての覚え書き　　　　　　小林　隆
　語彙理解調査の方法一テストの信頼性・妥当姓，理解尺度
　　の適合性，テスト項躍の数一　　　　　　　　　　　　　　島村直己
　生きているアクセント規則の検討
　　一東京語の単純動詞とその転成名詞の場合一　　　　　　　相澤正夫
　発話分析の観点一多角的な特徴記述のために一　　　　　　　中田智子
第3集
　言語研究におけるシソーラスの利用　　　　　　　　宮腸達夫・小沼　悦
　昔はどう論ったかと，知りたいとき　　　　　　　　　　　　石井久雄
　「天文学jの語史　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梶原滉太郎
　仮想視点からの作文　　　　　　　　　　若林健一一・茂呂alE．　IZ．・佐藤至英
　「圏語関係新聞記事データベース」について（中間報告）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上優・辻野都喜江
　進行申のアクセント変化一東京語の複合動詞の場合一　　　相澤正夫
　会話の方策としてのくり返し　　　　　　　　　　　　　　　中田智子
第34集
　引用の助詞「と」の用法を再整理する 山崎　誠
言語行動を説明する言語表現
　一公的なあいさつの場合一
「温度計」の語史
　一近代漢語（Aタイプ）の変遷と定着一
近代日本のリテラシー研究序説
　一付・文献目録一
日置語談話研究の現状と展望
杉戸清樹・塚田実知代
『臼本語教育のための基本語彙調査』と複合サ変動詞
発話における「タイミング考慮」と「矛盾考慮」
　一命令文・依頼文を例に一
会話の自然さについて
　一H英対照研究の視点から一
「謝る」一日・タイの謝ることばと行動の比較一
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井上　優
佐々木倫子
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第15集
　基本度関数について
　国定読本における類義語の現われ方
　　一「うつくしい」と「きれい」一
木村睦子・山田雅一
加藤安彦
海外のテキスト・アーカイヴにおける管理・運営上の問題点について
一アンケート調査報告一
国立国語研究所所蔵新聞記事を利用した研究について（覚え書）
ガ行鼻音保持の傾向性と含意尺度：
　一札幌市民調査の事例から一
伊藤雅光
井上　優・池田理恵子・辻野都喜江
いわゆる非分析的な否定疑問文をめぐって
会話スタイルとラポート
　一臼英・若い女性の座談例から一
相澤正夫
井上　優
佐々木倫子
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